
追悼    田村健太朗先生 (3月 12日逝去される) 

               北海道写真協会旭川支部 

                   顧問(審査会員) 馬 場 和 美 

  

   私たち旭川支部の顧問であり、写真道展の審査会員でありました      

田村健太朗先生が、3 月 12 日午後 2 時ごろ体調が急変し突然にお亡

くなりになってしまいました。 

 兄弟ご家族で 楽しいひと時を過ごされていたとのことでしたが 

あっという間の出来事であったようです。命の儚さを思い知らされた

一瞬であったとお聞きしています。お医者さん,救急車、ドクターヘリ

の要請までしていただいて、息を吹き返すことに一縷の望みを託して

いましたが、帰らぬ人となってしまったそうであります。 

 あまりの突然のことに驚きと困惑、悲しみのひと時を過ごし、みんなの心が落ち着いてか

ら今後のことを相談し、葬儀屋さんへの連絡をして、13 日にお通夜、14 日に葬儀という手

配をしたそうです。悲しみのうちにもご家族で先生のたくさんの思い出を語り温かく想いを

込めた家族葬を終えられたという事でありました。 

 私が 連絡を受けたのは、14 日の葬儀を終えられて自宅へ帰られて間もなくのことであ

ったようでありました。この日は、支部の例会の日で、伊藤副会長さんが迎えに行く電話を

掛けられて初めて知ったそうであります。そのあと奥様は支部長が白鳥さんに変わったこと

を忘れていて、私に一報を入れてくれたのでした。 

 あまりの突然の思いもよらぬ一報に、私も驚きと混乱をきたし一瞬声が出ませんでした。

気を取り直し、田村先生の奥様から事当日の事情をお聞きしたのでした。12 日の日は午前

中には、ゲームで仲良く楽しみ、お昼には楽しい会食と、とても喜んで食事も進んでいたと

お聞きしました。その時には、まさかこのような異変が起きるとは、誰も思いもよらなかっ

たことでした。と振り返られて悲しみをまた思い起こされた様子でありました。 

 命の儚さ、運命とでも言いましようか、何と儚いものなのでありましようね。人は皆 

避けて通ることが出来ない生・老・病・死を経て一生を

終えるものなのですものね。先生は 最近は毎日 1 キ

ロのコンビニまでの道のりを元気に歩き、頑張ってい

たそうであります。コンビニではコーヒーを一杯飲ん

で一休みだったそうです。それ以前は神楽丘公園の道

を一巡り、奥様と共に毎日続けておられたそうです。 

 15 日午後から支部役員の方々と共に自宅へお伺い

し、今までの温かいご指導に対する感謝の気持ちとお

礼、そして先生のご冥福を祈りつつお線香をあげてお

参りをさせて頂いたのでした。 

 田村先生、今まで本当にありがとうございました。

どうぞ安らかにお眠りくださいませ。 

 

                 (2019.3.16) 
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